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用
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
に
、
伊

藤
忠
エ
ネ
ク
ス
の
グ
ル
ー
プ

各
販
社
が
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
優
先

供
給
し
、
停
電
に
よ
る
通
信

障
害
の
発
生
を
防
ぐ
。

　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
大
型
台

風
や
豪
雨
、
地
震
な
ど
に
よ

る
停
電
発
生
に
備
え
、
耐
震

性
・
冗
長
性
・
無
停
電
運
転

を
強
化
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
や
、
停

電
が
発
生
し
て
も

24
時
間
以
上
稼
働

す
る
携
帯
電
話
基

地
局
の
設
置
な
ど

設
備
の
耐
災
性
強

化
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
足
元
で
は

災
害
や
停
電
発
生

時
に
重
要
な
役
割

を
担
う
特
定
の
携

帯
電
話
基
地
局
約

２
０
０
カ
所
に
、

き
、
そ
の
後
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
が
大
き
く
転
換
す

る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

◇
　
　
　
◇

　
同
日
、
仙
台
市
が
勾
当

台
公
園
に
設
け
た
献
花
場

に
、
小
松
良
則
・
ミ
ラ
イ

フ
東
日
本
社
長
と
の
砂
金

喜
一
・
仙
台
ミ
ラ
イ
フ
会

会
長
が
訪
れ
、
献
花
し
た

＝
写
真
＝
。
震
災
で
宮
城

県
内
の
旧
シ
ナ
ネ
ン
会
か

ら
は
４
事
業
者
６
人
が
犠

牲
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
ミ
ラ
イ
フ
東
日

本
（
本
社
・
仙
台
市
）
と

盛
岡
・
仙
台
・
福
島
の
各

ミ
ラ
イ
フ
会
は
、
３
・
11

に
合
わ
せ
、
社
員
と
会
員

に
向
け
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

　
３
月
11
日
、
東
日
本
大

震
災
が
発
生
し
て
か
ら
10

年
を
迎
え
た
。
東
北
地
方

を
中
心
と
し
た
広
範
囲
で

の
地
震
・
津
波
災
害
に
よ

り
１
万
５
千
人
以
上
の
命

が
奪
わ
れ
た
。
ま
た
、
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
で

は
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
が
起

視
　 

点

「
2011
」
は
続
い
て
い
る

　
震
災
か
ら
10
年
が
経
つ

が
、
応
急
仮
設
住
宅
や
賃

貸
住
宅
、
親
族
・
知
人
宅

な
ど
全
国
の
９
２
８
市
区

町
で
約
４
万
１
千
人
が
避

難
生
活
を
続
け
て
い
る
。

福
島
で
は
今
も
な
お
立
ち

入
り
禁
止
区
域
が
残
り
、

２
月
末
に
福
島
第
一
原
発

３
号
機
の
使
用
済
み
燃
料

プ
ー
ル
に
あ
っ
た
核
燃
料

取
り
出
し
作
業
は
完
了
し

た
も
の
の
、
廃
炉
へ
の
道

の
り
は
非
常
に
険
し
い
。

　
し
か
し
、
目
下
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
は
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）

で
あ
り
、
電
化
推
進
に
傾

い
て
い
る
。
水
素
な
ど
Ｃ

Ｏ

の
発
生
抑
制
が
期
待

で
き
る
原
料
で
の
発
電
が

最
優
先
だ
が
、
ま
だ
地
に

足
の
つ
い
た
も
の
と
は
い

え
な
い
。
再
び
原
発
が
存

在
感
を
示
し
て
く
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
審
議
会
を
傍
聴
す
れ

ば
、
確
か
に
Ｃ
Ｎ
と
併
せ

て
国
土
強
靭
化
も
意
識
さ

れ
て
い
る
が
、
電
化
を
推

し
進
め
る
声
は
大
き
い
。

業
界
内
で
も
電
化
と
の
共

存
を
と
の
声
が
上
が
る
ほ

ど
だ
。
し
か
し
、
電
力
消

費
が
増
え
れ
ば
停
電
リ
ス

ク
は
確
実
に
高
ま
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

の
取
り
組
み
が
一
層
重
要

に
な
る
。

　
国
民
生
活
と
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
在
り
方
は
表
裏
一

体

で

あ

り
、「

２

０

１

１
」
で
山
積
さ
れ
た
課
題

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
「
２

０
５
０
」
に
向
か
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
震
災
の
教

訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
の
使
命

を
再
認
識
し
た
い
。

し
、
災
害
時
で
も
生
活
イ

ン
フ
ラ
を
提
供
し
続
け
る

使
命
を
持
っ
て
い
る
こ
と

を
再
認
識
し
て
災
害
に
強

い
体
質
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
呼
び
か
け

た
。

　
ミ
ラ
イ
フ
東
日
本
で
は

10
日
に
全
事
業
所
で
一
斉

に
防
災
訓
練
を
行
い
、
全

社
で
認
識
の
共
有
を
図
っ

た
。
冒
頭
に
小
松
社
長
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
被
災

し
な
が
ら
も
供
給
継
続
や

復
興
に
努
め
た
当
時
の
苦

労
を
指
摘
し
「
被
災
地
の

販
売
事
業
者
、
関
係
者
、

当
社
社
員
の
皆
さ
ん
の
行

動
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
」
と
し
た
。「
10

年
目
の
節
目
に
当
た
っ

て
、
改
め
て
災
害
に
対
す

る
備
え
と
災
害
時
の
対
応

に
高
い
意
識
を
置
い
た
企

業
で
あ
り
続
け
た
い
」
と

訴
え
た
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
か

ら
日
本
の
知
人
を

介
し
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
届
い
た
の
は

ひ
な
祭
り
の
日
だ

っ
た
。
日
本
の
マ

ス
コ
ミ
に
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
報

道
で
治
安
部
隊
、
治
安
当
局

を
国
軍
、
警
察
と
書
い
て
ほ

し
い
。
可
能
な
ら
武
装
勢
力

と
報
じ
て
ほ
し
い
」
と
▼
３

月
３
日
は
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ

が
１
９
８
５
年
に
「
世
界
中

の
ペ
ン
セ
ン
タ
ー
で
平
和
を

願
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

す
る
」
と
発
案
し
て
制
定
さ

れ
た
「
平
和
の
日
」
で
も
あ

る
。
発
信
者
は
そ
れ
を
知
っ

て
の
行
動
と
思
う
▼
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
デ
モ
参
加
者
や
一
般

市
民
を
銃
殺
し
少
年
少
女
を

殴
り
、
住
宅
に
不
法
侵
入
し

て
略
奪
す
る
な
ど
国
軍
・
警

察
の
行
為
を
細
か
に
書
い
て

「
こ
れ
が
治
安
部
隊
か
」
と

疑
問
を
投
げ
か
け
「
悪
質
な

武
装
集
団
」
と
呼
び
捨
て
る

の
だ
▼
慌
て
て
調
べ
る
と
、

海
外
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
や
Ｃ
Ｎ
Ａ
、

ま
た
日
本
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
共
同

通
信
は
２
月
１
日
の
ク
ー
デ

タ
ー
後
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
報
道

で
国
軍
・
警
察
と
治
安
部
隊

・
治
安
当
局
を
状
況
に
応
じ

て
使
い
分
け
て
い
る
▼
思
い

起
こ
す
と
10
年
前
。
日
本
が

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故

で
大
混
乱
の
最
中
、
チ
ュ
ニ

ジ
ア
の
若
い
失
業
者
の
焼
身

自
殺
が
引
き
金
と
な
っ
て
拡

散
し
た
民
主
化
運
動
「
ア
ラ

ブ
の
春
」
の
報
道
で
も
軍
と

治
安
部
隊
が
両
方
と
も
使
わ

れ
た
▼
そ
し
て
「
ア
ラ
ブ
の

春
」
は
桜
の
よ
う
に
儚
か
っ

た
。
エ
ジ
プ
ト
で
は
総
選
挙

に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ム
政
権
が

い
っ
た
ん
誕
生
し
た
も
の
の

再
び
軍
政
に
戻
り
、
リ
ビ
ア

と
イ
エ
メ
ン
で
は
内
戦
が
今

日
ま
で
尾
を
引
い
て
多
く
の

血
が
流
れ
た
。
ア
ラ
ブ
の
経

験
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
も
当
て

は
ま
ら
な
い
か
▼
国
境
を
接

す
る
中
国
、
タ
イ
、
イ
ン
ド

の
態
度
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

に
な
だ
れ
込
ん
だ
70
万
人
の

ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
の
よ
う
な
難
民

を
阻
止
す
る
こ
と
だ
。
地
続

き
の
国
境
を
持
た
な
い
日
本

に
は
理
解
し
に
く
い
多
民
族

・
多
宗
教
国
家
。
さ
れ
ど
暴

力
に
よ
る
問
題
解
決
を
許
し

て
い
い
わ
け
は
な
い
。

主な記事

◆供給と安全守り50周年　
　前橋ガス事業協同組合は
５日、前橋市内で創立50周
年式典を開き、記念寄付と
して同市に200万円を贈っ
た。渡邉誠理事長は安定供
給と災害対応バルク普及を
通じた地域強靭化に尽力す
ると述べた。� ３面
◆洗濯も洗車もコインで
　東濃石油は19日、瑞浪市
に同社初となるコインラン
ドリーとコイン洗車場を併
設した「ダブルウォッシュ
パーク」をオープンする。
同社が運営するガソリンス
タンド北隣に開設。� ４面
◆特集／中国流通マップ
　中国地区でも流通面で充
填・配送の共同化や物流機
能の集約化、系列グループ
内での統合、ＩｏＴを活用
した物流効率化実証など物
流改革を進める動きが活発
化している。� ６～７面
◆特集／ガスプラを提供
　ＫＤＤＩは昨年４月か
ら、ＩｏＴ向けＬＴＥ－Ｍ
回線を活用した「ＫＤＤＩ
ガスプラットフォームサー
ビス」（ガスプラ）を事業
者に提供している。� 10面

Ｃ
Ｎ
時
代
の
姿
ま
だ
見
え
ず

Ｃ
Ｎ
時
代
の
姿
ま
だ
見
え
ず

基
本
政
策

分

科

会 

30
年
エ
ネ
議
論
を
開
始

ＬＰガス　
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
基
本
政
策
分
科
会
（
分
科
会
長

＝
白
石
隆
・
熊
本
県
立
大
理
事
長
）
は
11
日
、
第
38
回
の
会
合
を

開
き
、
２
０
３
０
年
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
在
り
方
の
検

討
を
始
め
た
。
50
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
の
実
現

へ
中
期
的
な
方
向
性
を
固
め
る
も
の
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供

給
を
両
立
さ
せ
る
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
国
民
生

活
や
経
済
活
動
に
不
可
欠
と
し
て
の
位
置
づ
け
や
Ｃ
Ｎ
に
対
す
る

貢
献
に
も
期
待
を
示
し
た
。
た
だ
、
合
成
燃
料
や
合
成
メ
タ
ン
が

今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
が
示
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
合
成

プ
ロ
パ
ン
は
主
な
脱
炭
素
燃
料
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
み
の

状
態
だ
。
プ
ロ
パ
ネ
ー
シ
ョ
ン
技
術
が
、
合
成
に
必
要
と
さ
れ
る

触
媒
が
未
開
発
で
、
副
生
成
物
抑
制
な
ど
の
課
題
も
あ
る
か
ら
と

見
ら
れ
、
今
後
、
業
界
は
Ｃ
Ｎ
版
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
と
し
て
の
存
在
感
を

示
せ
る
か
が
課
題
と
な
る
。

エ
ネ
ク
ス
と

ソ
フ
ト
バ
ン
ク 

強
靭
な
ネ
ッ
ト
構
築
へ

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
設
置

携帯基地局
全72校体育館にＧＨＰ

岐阜市 県協の働きかけ奏功

小
・
中
学
校

大
震
災
時
の
放
出
か
ら
10
年

緊
急
時
の
手
順
確
認

神栖国備

経
産
省
、他
工
事
事
故
な
ど

国
交
、厚
労
省
に

防
止
協
力
を
要
請

ガ
ス
安
全
小
委

他
工
事
事
故
対
策
に

高
度
化
計
画
で
注
力

の
特
性
を
記
す
一
方
、
グ
リ

ー
ン
化
と
社
会
実
装
に
向
け

た
産
業
界
の
取
り
組
み
を
後

押
し
す
る
。
販
売
事
業
者
の

人
手
不
足
も
指
摘
。
省
力
化

へ
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
導

入
を
促
進
す
る
と
し
た
。

　
会
合
で
同
部
は
、
資
源
・

燃
料
政
策
の
領
域
拡
大
に
も

言
及
。
化
石
燃
料
の
安
定
供

給
確
保
と
脱
炭
素
の
推
進

へ
、
資
源
燃
料
政
策
の
対
象

を
、
化
石
だ
け
で
な
く
脱
炭

素
燃
料
も
含
め
、
技
術
分
野

も
資
源
・
燃
料
の
上
中
下
流

だ
け
で
な
く
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
・
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
Ｃ
Ｏ


回
収
・
貯
留
）と
い
っ
た
脱
炭

素
技
術
ま
で
対
象
を
拡
大
す

る
と
の
方
針
を
示
し
た
。

　
足
元
で
は
石
油
や
ガ
ス

体
、
金
属
鉱
物
資
源
の
安
定

供
給
確
保
を
目
的
に
資
源
外

交
を
展
開
し
て
い
る
が
、
脱

炭
素
燃
料
や
技
術
獲
得
に
は

　
経
済
産
業
省
ガ
ス
安
全
室

は
２
月
26
日
、
建
設
工
事
中

の
ガ
ス
管
損
傷
事
故
の
防
止

に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
の

下
水
道
事
業
課
と
建
設
市
場

整
備
課
、
厚
生
労
働
省
の
建

設
安
全
対
策
室
と
水
道
課
、

警
察
庁
交
通
規
制
課
、
全
国

登
録
教
習
機
関
協
会
に
協
力

を
要
請
し
た
。
国
交
省
建
設

市
場
整
備
課
に
は
同
日
付

で
、
住
宅
塗
装
工
事
中
の
ガ

ス
機
器
給
排
気
部
の
閉
塞
に

よ
る
Ｃ
Ｏ
中
毒
な
ど
の
事
故

防
止
に
つ
い
て
塗
装
工
事
業

者
へ
の
周
知
協
力
も
要
請
し

た
。

　
経
産
省
に
よ
る
と
、
Ｌ
Ｐ

　
産
業
構
造
審
議
会
ガ
ス
安

全
小
委
員
会
（
委
員
長
＝
倉

渕
隆
・
東
京
理
科
大
学
教

授
）
は
10
日
に
第
23
回
会
合

を
開
き
、
２
０
３
０
年
を
目

標
と
し
た
都
市
ガ
ス
の
保
安

　
伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
（
本
社

・
東
京
、
岡
田
賢
二
社
長
）

は
10
日
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

（
同
、
宮
内
謙
社
長
）
と
災

害
に
強
い
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
向
け
た
協
業
を
開
始
し
た

と
発
表
し
た
。
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
が
全
国
の
特
定
の
携
帯
電

話
基
地
局
に
配
備
す
る
非
常

　
会
合
で
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
資
源
・
燃
料
部
は
、
30
年

に
向
け
た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
位
置

づ
け
を
「
平
時
の
み
な
ら
ず

緊
急
時
に
も
対
応
で
き
る
強

靱
な
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
体
制
確

保
の
重
要
性
は
変
わ
ら
な

い
」
と
し
た
。
今
後
重
視
す

る
点
と
し
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
備

蓄
日
数
の
維
持
や
重
要
施
設

の
燃
料
備
蓄
な
ど
需
要
サ
イ

ド
の
さ
ら
な
る
強
靱
化
を
図

　
岐
阜
市
（
柴
橋
正
直
市

長
）
は
２
０
２
０
年
度
か
ら

５
カ
年
計
画
で
、
市
立
小
中

学
校
72
校
（
小
学
校
46
校
、

中
学
校
23
校
、
そ
の
他
３

校
）
体
育
館
全
館
に
電
源
自

立
型
Ｇ
Ｈ
Ｐ
を
設
置
す
る
。

　
総
工
事
費
は
25
億
３
千
万

円
（
１
館
当
た
り
平
均
約
３

５
０
０
万
円
）
。
実
施
設
計

費
１
億
６
５
０
０
万
円
、
工

事
監
理
費
１
億
３
千
万
円
を

加
え
た
総
事
業
費
で
は
28
億

２
５
０
０
万
円
を
投
じ
る
。

１
校
に
つ
き
Ｇ
Ｈ
Ｐ
３
台

（
50
～
60
馬
力
）
、
室
内
機

10
～
12
台
の
導
入
を
見
込

み
、
５
年
間
の
合
計
で
Ｇ
Ｈ

Ｐ
約
２
２
０
台
（
約
３
６
０

０
～
４
３
０
０
馬
力
）
、
室

内
機
約
７
２
０
～
８
６
０
台

が
設
置
さ
れ
る
見
通
し
。
初

年
度
は
15
小
学
校
（
都
市
ガ

ス
仕
様
12
校
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕

様
３
校
）
に
整
備
し
、
３
月

中
に
設
置
と
学
校
側
へ
の
引

き
渡
し
を
完
了
す
る
。

　
年
度
ご
と
に
指
名
競
争
入

札
方
式
で
設
置
工
事
業
者
を

選
定
し
導
入
。
21
年
度
15
小

学
校
（
都
市
ガ
ス
仕
様
12

校
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様
３
校
）
、

22
年
度
18
小
学
校
（
同
16

校
、
同
２
校
）
、
23
年
度
９

中
学
校
（
同
９
校
、
同
１

校
）
と
１
旧
小
学
校
（
都
市

ガ
ス
仕
様
）
、
１
教
育
研
究

所
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様
）
の
12

校
、
24
年
度
11
中
学
校
（
都

市
ガ
ス
仕
様
９
校
、
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
仕
様
校
２
校
）
と
１
特
別

支
援
学
校
（
都
市
ガ
ス
仕

様
）
の
12
校
に
整
備
す
る
予

定
。
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
と
ダ
イ
キ
ン
工
業

が
Ｇ
Ｈ
Ｐ
を
納
入
す
る
。

　
同
市
教
育
施
設
課
で
は
72

校
の
15
年
間
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
を
合
計
13
億
５
千
万

円
（
１
館
当
た
り
約
１
９
０

０
万
円
・
年
間
約
１
２
７
万

円
）、
同
期
間
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
同
38
億
７

千
万
円
（
１
館
当
た
り
平
均

約
５
３
０
０
万
円
）
と
見
込

ん
で
い
る
。

　
今
回
、
岐
阜
市
が
市
立
小

中
学
校
全
体
育
館
に
ガ
ス
空

調
を
採
用
し
た
の
は
、
岐
阜

県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
（
澤
田
栄

一
会
長
）
と
同
協
会
岐
阜
支

部
の
積
極
的
な
広
報
活
動
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ

た
。
柴
橋
市
長
へ
の
Ｐ
Ｒ
、

同
協
会
顧
問
の
岐
阜
市
会
議

員
が
市
議
会
で
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
分
散
化
の
観
点
か
ら
ガ
ス

空
調
導
入
の
必
要
性
を
力
強

く
訴
え
た
こ
と
が
奏
功
。
19

年
度
の
議
会
で
決
定
し
た
。

　
基
本
的
に
都
市
ガ
ス
エ
リ

ア
は
都
市
ガ
ス
仕
様
、
そ
れ

以
外
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
仕
様
に
振

り
分
け
ら
れ
た
た
め
、
72
校

の
う
ち
60
校
を
都
市
ガ
ス
が

占
め
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
12
校
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し

都
市
ガ
ス
の
場
合
、
災
害
時

に
導
管
が
寸
断
さ
れ
る
リ
ス

ク
も
あ
る
た
め
、
岐
阜
県
協

で
は
こ
れ
か
ら
指
名
競
争
入

札
が
行
わ
れ
る
22
年
度
以
降

の
都
市
ガ
ス
仕
様
で
整
備
予

定
の
体
育
館
に
お
い
て
、
災

害
時
も
安
定
供
給
が
可
能
な

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
仕
様
へ
の
変
更

を
提
案
す
る
渉
外
活
動
を
行

な
っ
て
い
く
姿
勢
だ
。

２
０
２
１
年
度
内
を
目
標
に

非
常
用
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
の

配
備
を
進
め
て
い
る
。

　
今
回
の
協
業
は
こ
れ
ら
２

０
０
カ
所
の
基
地
局
に
、
伊

藤
忠
エ
ネ
ク
ス
の
ホ
ー
ム
ラ

イ
フ
グ
ル
ー
プ
各
社
か
ら
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
を
優
先
供
給
す
る
内

容
。
災
害
時
で
も
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

を
継
続
的
に
供
給
す
る
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
で
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
う
通
信
設
備
の
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
強
化
を
図
る
。
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
発
電
機
は
定
格
電
力

10
㌔
㍗
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
50
㌔

㌘
容
器
５
本
を
標
準
仕
様
と

し
て
い
る
。

　
両
社
で
は
通
信
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継

続
計
画
）
の
強
化
に
向
け

て
、
引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま
な

検
討
を
進
め
て
い
く
方
針
。

対
策
指
針
と
な
る
次
期
「
ガ

ス
安
全
高
度
化
計
画
」
の
内

容
を
審
議
し
た
。
現
行
計
画

の
達
成
状
況
を
踏
ま
え
、
他

工
事
起
因
な
ど
供
給
段
階
の

対
策
に
注
力
す
る
と
と
も

に
、
ス
マ
ー
ト
保
安
の
活
用

や
保
安
人
材
の
育
成
な
ど
も

盛
り
込
む
。
事
故
件
数
の
安

全
高
度
化
指
標
は
変
更
せ

国
備
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
放
出
訓
練

＝
写
真
＝
を
行
っ
た
。
訓
練

は
２
０
０
８
年
度
か
ら
毎
年

実
施
し
、
今
回
で
13
回
目
と

な
る
。

　
神
栖
基
地
は
東
日
本
大
震

災
に
よ
っ
て
被
災
地
や
東
日

本
市
場
へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給

に
困
難
が
生
じ
た
た
め
、
国

備
史
上
初
め
て
４
月
初
旬
に

隣
接
す
る
鹿
島
液
化
ガ
ス
共

同
備
蓄
鹿
島
事
業
所
の
低
温

タ
ン
ク
へ
国
備
プ
ロ
パ
ン
４

万
㌧
を
放
出
し
て
以
来
10
年

を
迎
え
る
。

　
今
回
の
訓
練
で
は
神
栖
基

地
か
ら
鹿
島
共
備
の
低
温
タ

ン
ク
へ
プ
ロ
パ
ン
と
ブ
タ
ン

る
。

　
最
終
供
給
体
制
確
保
の
た

め
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
産
業
の
収
益

力
向
上
を
後
押
し
す
る
と
の

政
策
方
針
も
掲
げ
た
が
、
具

体
的
な
中
身
に
は
言
及
し
て

い
な
い
。

　
２
０
５
０
年
の
Ｃ
Ｎ
に
向

け
て
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
Ｃ
Ｏ


排
出
量
が
比
較
的
低
い
と

３
０
０
㌧
ず
つ
を
放
出
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
で
計
器
室
へ

の
入
室
制
限
を
徹
底
し
、
ウ

ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
っ

て
打
ち
合
わ
せ
、
計
器
室
へ

の
指
令
を
行
っ
た
。
前
年
度

ま
で
に
引
き
続
い
て
訓
練
参

加
者
の
役
割
分
担
を
明
確
に

す
る
た
め
に
ビ
ブ
ス
を
着
用

し
、
訓
練
内
容
の
可
視
化
に

も
努
め
た
。

視
野
を
広
げ
る
必
要
が
あ

る
。
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
や

Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
適
地
確
保
に
は
、

資
源
外
交
で
培
っ
た
中
東
や

ロ
シ
ア
な
ど
の
産
油
・
ガ
ス

国
と
の
協
力
関
係
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
が
重
要
な
基
盤

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。�

　
東
日
本
大
震
災
、
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
か
ら
10
年
目
と
な
る

同
日
の
会
合
の
冒
頭
、
梶
山

弘
志
・
経
済
産
業
相
は
「
い

　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
（
細
野
哲

弘
理
事
長
）
は
２
月
25
日
、

国
か
ら
委
託
受
け
て
管
理
し

て
い
る
茨
城
県
神
栖
市
の
神

栖
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
国
備
基
地
（
貯

蔵
能
力
20
万
㌧
）
で
緊
急
時

ガ
ス
、
都
市
ガ
ス
事
業
者
以

外
が
行
う
建
設
工
事
に
伴
い

発
生
し
た
ガ
ス
管
損
傷
事
故

は
18
年
に
１
４
１
件
（
う
ち

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
48
件
）
、
19
年
に

２
０
６
件
（
同
58
件
）、
20

年
に
１
６
７
件
（
同
52
件
、

速
報
値
）
で
、
負
傷
者
は
計

28
人
を
出
し
た
。

　
要
請
文
に
は
、
工
事
事
業

者
が
施
工
前
に
ガ
ス
事
業
者

に
対
し
て
ガ
ス
管
の
配
置
状

況
を
照
会
・
確
認
し
、
必
要

に
応
じ
て
立
ち
会
い
を
求
め

る
ほ
か
、
埋
設
ガ
ス
管
の
付

近
で
火
気
や
電
動
工
具
の
使

用
を
避
け
る
こ
と
な
ど
の
周

知
を
盛
り
込
ん
だ
。

　
ま
た
、
住
宅
塗
装
工
事
中

の
Ｃ
Ｏ
中
毒
等
事
故
は
16
～

20
年
で
計
68
件
発
生
し
、
20

年
は
７
件
と
な
っ
た
。

ず
、
必
要
に
応
じ
て
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
を
見
直
す
。

　
事
務
局
の
月
舘
実
・
経
済

産
業
省
ガ
ス
安
全
室
長
は
、

都
市
ガ
ス
事
故
件
数
が
10
年

か
ら
半
減
し
、
20
年
の
安
全

高
度
化
指
標
を
お
お
む
ね
達

成
し
つ
つ
あ
る
と
評
価
。
一

方
、
供
給
段
階
の
事
故
が
年

２
０
０
件
台
で
推
移
し
て
い

る
こ
と
に
懸
念
を
示
し
、
特

に
他
工
事
業
者
か
ら
の
事
前

照
会
を
確
認
で
き
な
い
ケ
ー

ス
が
多
い
点
を
指
摘
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
次
期

計
画
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

に
は
新
規
項
目
と
し
て
▽
他

省
庁
と
連
携
し
た
啓
発
活
動

の
強
化
▽
ガ
ス
管
照
会
サ
イ

ト
に
よ
る
事
前
照
会
の
促
進

▽
ス
マ
ー
ト
保
安
に
よ
る
他

イ
ン
フ
ラ
事
業
者
と
の
連
携

―
な
ど
を
追
加
。
自
社
工

事
事
故
に
は
専
門
性
の
高
い

別
個
の
対
策
が
必
要
と
し
て

▽
着
火
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た

動
画
な
ど
に
よ
る
作
業
者
教

育
の
徹
底
▽
事
故
防
止
支
援

ツ
ー
ル
の
整
理
・
活
用

―

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

　
日
本
ガ
ス
協
会
と
日
本
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ガ
ス
協
会
か

ら
も
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
み
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

　
村
田
光
司
・
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
会
専
務
理
事
は
「
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
業
界
も
他
工
事
事
故
の

低
減
に
は
重
大
な
関
心
を
持

っ
て
い
る
。
他
工
事
業
者
へ

の
啓
発
に
加
え
、
他
法
令
の

届
出
に
関
し
て
経
産
省
に
照

会
が
あ
る
と
よ
り
効
果
的
だ

と
思
う
」
と
省
庁
間
連
携
の

重
要
性
を
指
摘
し
た
。

か
な
る
事
情
よ
り
も
安
全
性

を
大
前
提
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
た
。
エ
ネ
庁
は

調
達
の
安
定
性
に
加
え
震
災

時
な
ど
の
供
給
維
持
に
つ
い

て
も
強
化
に
向
け
た
議
論
を

提
起
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
復
旧
の

速
さ
や
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
で
は
発
電
燃
料
と
し
て
福

祉
施
設
で
活
躍
し
た
こ
と
を

紹
介
し
た
。

発
電
機
を
配
備
す
る
携
帯
電
話
基
地

局
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
優
先
供
給
す
る

ミライフ
東 日 本 災対力強化を誓う


